
 寒河江市一時保育事業実施要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、子育てをする保護者の緊急時等の保育需要に応えるために、市立保育

所における一時保育事業の実施について、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 一時保育とは、保護者の都合により、児童を家庭において保育することが困難とな

る場合について、一時的に保育することをいう。 

（対象児童） 

第３条 この事業の対象とする児童は、寒河江市立保育所保育の実施に関する条例（昭和６

２年市条例第７号）第２条の規定による保育の実施の対象とならない小学校就学前の１歳

以上（利用日現在）の児童で、市内に住所を有するものとする。ただし、市長が特別の事

情があると認める児童については、この限りではない。 

（実施施設及び実施する日） 

第４条 この事業を実施する施設は、寒河江市立保育所設置条例（昭和３７年市条例第８号）

第２条に規定する市立保育所とする。 

２  一時保育事業を実施する日は、毎週月曜日から土曜日までとする。ただし、１２月２  

９日から翌年１月３日までの間及び国民の祝日に関する法律に規定する休日を除くもの

とする。 

（保育時間） 

第５条 保育する時間は、午前８時３０分から午後４時までとする。ただし、土曜日は午前

８時３０分から午前１１時３０分までとする。 

（登録） 

第６条 この事業を利用しようとする者は、一時保育事業登録申請書（様式第１号）を市長

に提出しなければならない。ただし、緊急の場合については、登録申請と利用申請を同時

に提出することができる。 

（利用決定） 

第７条 市長は、前項に規定する登録者の一時保育事業利用申請書（様式第２号）を受理し

たときは、必要な審査を行い、利用の決定について通知するものとする。ただし、緊急の

場合及び市長が特別の事業があると認める場合については、この限りではない。 



（利用中止） 

第８条 前条の規定により利用を認められた者が、利用する必要がなくなったときは、一時

保育事業利用中止届（様式第３号）を市長に提出するものとする。 

（利用期間） 

第９条 この事業を利用しようとする者の利用期間は、連続利用日数を６日間までとし、利

用初日から起算した保育実施１カ月間のうち最高１２日間までとする。ただし、市長が特

別の事情があると認める場合については、この限りではない。 

（利用者の負担） 

第１０条 一時保育事業の利用者は、当該事業に係る一時保育サービス利用料を、市長が定

める日まで納入するものとする。 

２ 前項に規定する一時保育サービス利用料は、次の各号の区分に応じ当該各号に定める額

とする。 

（１） ３才未満児 １日につき ２，５００円 

（２） ３才以上児 １日につき １，５００円 

附 則 

 この要綱は、平成１３年１０月１日から施行する。 


